
 

 

 

 

    

 
参加者の感想のつづきです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２4．２．２１      北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO.４4 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3 丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp     北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

竹中さんをアドバイザーに選んだのは正解。福岡県内の他郡市の取り組みも参考になると思い

ます。広島への修学旅行への取り組みが北九州全体に広がる実践だと感じました。（学年職員

の学年旅行を広島にしたりしていく工夫も出来たらもっと良かったかも）広島への導入として

「伝える」という手作り教材のＤＶＤがあります。小学校高学年から中学生向けにピッタリだと

思うので是非宣伝、活用してください。 

NO.４5につづく 

生徒の実践意欲を高めたくなるような教材開発をされている点がすごいと感じました。平和

教育を実践する際に地域教材の関連を図ることがとても重要だと感じました。また、修学旅

行を真に生徒本位の平和学習に出来ている点のスタイルを確立できている点でとても尊い

実践と感じました。 

お忙しい中実践のま

とめをされた先生

方、本当にお疲れ様

でした。働き方改革

の中で先生方が大切

にされている思いを

直接うかがうことが

出来、温かく感じま

した。 

末次先生の授業を自分たちが中学生の時に受けることができたらと思いました。そうしたらも

っと良い世の中になったような気がします。こんな授業を受けたなら、もっと世の中（社会）のこ

とをきちんと見る、未来をしっかり考える力がつくだろうと思います。私たちの社会が本当に

「民主主義」的な社会となるために「資料」を大事にすることが大事です。権力にごまかされな

いために「資料」を正確に読みとることが大事です。 

日頃から本や新聞、テレビなどからひっかかるものは資料として自分の引き出しにもっ

ておくということが大切だなと思いました。加害の歴史もしっかり学んでいくこと、日本

の中での矛盾、世界の中での矛盾を見ていくこと、広く学びたいと思いました。 

排除と包摂のことは、わかったような気がしましたが、考えれば考えるほどよく

分からなくなりました。例えば主要７カ国のサミットにおいてはどうなのか・・・

とか。 さまざまな資料を示しての考える授業、 

とても参考になりました。特に執行委員と選管の話は、どこかで使いたいです。 


